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１ . 仏 教 の 日 本 化 が 平 安 仏 教 以 上 に 深 化 し て 生 ま れ た 、 念 仏 系 ・ 禅 系 ・ 日 蓮 1

宗 と い っ た 新 興 諸 宗 派 の 総 称 。 選 択 （ せ ん ち ゃ く 一 つ の 宗 派 を 選 ぶ ・）

易 行 （ 実 践 が 容 易 ・ 専 修 （ せ ん じ ゅ 一 つ の 易 行 に 専 念 ） が 特 徴 。 た だ）

し 、 そ の 発 展 は 室 町 中 期 か ら 戦 国 期 。

２ . 平 安 末 期 の 終 末 観 。 正 法 （ し ょ う ぼ う ・ 像 法 （ ぞ う ぼ う ） の 後 、 現 世 2）

で の 救 済 は な い （ 来 世 ＝ 浄 土 で の 救 済 の み ） と す る 。

３ . 阿 弥 陀 仏 を 信 じ る こ と で 、 来 世 は 極 楽 浄 土 に 往 生 で き る と す る 教 え 。 3

４ . 阿 弥 陀 仏 の 本 願 （ 衆 生 ＜ し ゅ じ ょ う ＞ 救 済 の 誓 い ） を 信 じ て 、 称 名 4

（ し ょ う み ょ う ） す る 念 仏 。 語 義 ： 阿 弥 陀 仏 に 帰 依 し ま す 」「

５ . P E R S O N 平 安 中 期 の 僧 。 諸 国 遊 行 （ ゆ ぎ ょ う ） で 庶 民 に 布 教 し 、 京 で 貧 5

民 の 世 話 を し た 「 市 聖 （ い ち の ひ じ り 。 口 か ら 念 仏 の 空 也 像 で 有 名 。）」

６ . P E R S O N 平 安 後 期 の 天 台 宗 か ら 出 た 僧 「 厭 離 穢 土 （ お ん り え ど 、 欣 6。 ）

求 （ ご ん ぐ ） 浄 土 （ 現 世 を け が れ た も の と し て 否 定 し 、 極 楽 浄 土 に 往 生」

す る こ と を 願 う 。）

７ . B O O K 浄 土 に 往 生 す る た め の 教 え の 要 点 を 多 く の 経 典 か ら 集 め た 源 信 の 7

著 書 。 極 楽 と 地 獄 の 描 写 は 絵 巻 に も な っ た 。

８ . P E R S O N 鎌 倉 初 期 の 天 台 宗 か ら 出 た 僧 で 、 浄 土 宗 の 開 祖 。 8

９ . 「 凡 夫 （ ぼ ん ぷ ） の 行 は 念 仏 の み 」 と し て 、 貴 族 的 だ っ た 浄 土 教 を 庶 民 9

的 な も の に し た 法 然 の 教 え 。

10 . 実 践 の 容 易 な 易 行 こ そ が 末 法 の 世 に ふ さ わ し い と し た 法 然 の 教 え 。 10

1 1 . P E R S O N 鎌 倉 前 期 の 天 台 宗 か ら 出 た 僧 で 、 浄 土 真 宗 （ 一 向 宗 ） の 開 祖 。 11

1 2 . B O O K 他 宗 派 か ら の 念 仏 批 判 に 答 え た 親 鸞 の 主 著 。 全 六 巻 の 最 初 の 四 巻 12

の 名 前 「 教 「 行 「 信 「 証 」 か ら 。」 」 」

1 3 . B O O K 親 鸞 の 弟 子 唯 円 の 著 書 。 師 の 教 え と 異 な る 内 容 が 説 か れ て い る こ 13

と を 嘆 （ 歎 ） い て 書 か れ た 。 親 鸞 の 語 録 や 悪 人 正 機 に つ い て 。

14 . 善 人 （ 自 力 で 功 徳 ＜ く ど く ＞ を 積 め る 人 ） よ り も 、 悪 人 （ 他 力 に 頼 る し 14

か な い 「 煩 悩 具 足 の 凡 夫 」 を 自 覚 す る 人 ） こ そ が 救 い の 対 象 。 救 い は 人 間

の 努 力 よ り も 、 阿 弥 陀 仏 の 誓 い （ 本 願 ） に よ る も の だ か ら 。

15 . 師 の 法 然 に よ る 他 力 を 親 鸞 が 徹 底 さ せ た 立 場 。 15

1 6 . P E R S O N 鎌 倉 中 期 の 天 台 宗 か ら 出 た 僧 で 、 時 宗 の 開 祖 。 踊 り 念 仏 で 全 国 16

を 遊 行 し 「 遊 行 上 人 （ ゆ ぎ ょ う し ょ う に ん 「 捨 聖 （ す て ひ じ り （ 阿、 ）」 ）」

弥 陀 仏 の 算 ＜ ふ だ ＞ を 捨 て る よ う に 配 っ た こ と か ら 。）

1 7 . P E R S O N 平 安 末 期 か ら 鎌 倉 初 期 の 天 台 宗 か ら 出 た 僧 で 、 臨 済 宗 の 開 祖 。 17

鎌 倉 五 山 ・ 京 都 五 山 が 本 山

1 8 . B O O K 他 宗 派 か ら の 禅 宗 非 難 に 答 え た 栄 西 の 主 著 。 禅 を 通 し て 人 材 を 養 18

成 す る こ と で 禅 宗 が 鎮 護 国 家 に 役 立 つ と 主 張 。

1 9 . 栄 西 が 『 興 禅 護 国 論 』 中 で 述 べ た 四 つ の 禅 の 精 神 。 そ れ ぞ れ 「 言 葉 で な 19

く ・ 経 典 に よ ら ず ・ 修 行 や 体 験 に よ っ て ・ 仏 に な る 」 の 意 味 。」 「 」 「 」 「

2 0 . P E R S O N 鎌 倉 前 期 の 天 台 宗 か ら 出 た 僧 で 、 曹 洞 宗 の 開 祖 。 永 平 寺 （ 越 前 20

＜ 今 の 福 井 県 ＞ ） と 総 持 寺 （ 鶴 見 ＜ 今 の 神 奈 川 県 ＞ ） が 本 山 。

2 1 . B O O K 道 元 の 主 著 で 、 末 法 思 想 の 否 定 や 只 管 打 坐 に よ る 身 心 脱 落 （ し ん 21

じ ん だ つ ら く ） の 境 地 な ど が 内 容 。

2 2 . 自 分 の 仏 性 を 確 信 し て 、 自 己 努 力 に よ り 悟 り を 開 こ う と す る 立 場 。 道 元 22

の 只 管 打 坐 （ し か ん た ざ ） の 禅 が 代 表 。

23 . 全 て の 執 着 を な く せ ば 、 自 分 の 仏 性 が 実 現 し 悟 れ る と す る 道 元 の 教 え 。 23

2 4 . 念 仏 や 経 典 を 読 む こ と を 排 し て 「 た だ ひ た す ら 座 禅 に う ち こ む 。 24、 」

25 . 修 （ 座 禅 ） は 単 な る 方 便 （ 手 段 ） で は な く 、 そ の ま ま 証 （ 悟 り ） そ の も 25

の で あ る と す る 道 元 の 教 え 。

T. Q .「 浄 土 教 と 浄 土 宗 と 浄 土 真 宗 の 関 係 と は ？ 」

T. A .

浄 土 教 は 阿 弥 陀 仏 の 本 願 を 信 じ て 称 名 念 仏 （ 南 無 阿 弥 陀 仏 と 唱 え る ） す る 信 仰 で あ る 。 法 然

、 。 、が そ れ を 民 衆 向 け に 改 め た 浄 土 宗 で は 凡 夫 の 行 は 念 仏 の み と す る 専 修 念 仏 を 説 い た ま た

親 鸞 の 開 い た 浄 土 真 宗 は 浄 土 宗 と 異 な り 、 弥 陀 の 本 願 を ひ た す ら 信 仰 す る と い う 絶 対 他 力 を

説 い た 。


